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（1 行空ける） 
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（1 行空ける） 

キーワード: ●●●●，○○○○，△△△△ 

（1 行空ける） 

１．ページ設定とページ数 

（1 行空ける） 

 マージンは左右が 20mm，上方が 20mm，下方が

25mm 程度とし，2 段組で１段 25 文字 50 行を標準

とします．段幅は約 82mm，段間隔は約 6mm です． 
ページ数は原則 2 ページとし，最大 4 ページとし

ます．5 ページ以上は認めません．論文集の信頼性，

公正性，法人格をもった研究会の品位を貶める記述，

商業的宣伝に偏った記述等については修正を求め，

改善がみられない場合は登載拒否することがありま

す．ご留意ください． 

（1～2 行空ける） 

２．タイトルページ 

（1 行空ける） 

 タイトルページは 2 つの部分で構成されます． 
(a) タイトル部分（題目，所属，会員種別，著者，

キーワード）：横１段組 
(b) 本文部分：横２段組 
 このほかにヘッダが付きます．なお，ソフトウェ

アによっては，タイトル部分とその下の本文部分が

別のファイルに分かれることがあります． 

（1 行空ける） 

(1) タイトル部分のレイアウトとフォント 

 タイトルは A4 用紙の 1 行目にセンタリングしま

す．以下次の順にタイトル部分の構成要素を書いて

下さい． 
タイトル：MS ゴシック，12pt フォント 
著者名：MS 明朝，11pt フォント 
キーワード：MS ゴシック, 10pt, 3 語程度 

（1 行空ける） 

(2) 本文部分のレイアウトとフォント 

 本文とキーワードの間に 1 行のスペースを空けて

ください．句点は「．」，読点は「，」を使用し，「、」

「。」は使用しないでください． 

 本文は 2 段組で，左右のマージンは 2cm ずつ，段

と段との間のスペースは約 6mm とします．下辺の

マージンは 25mm です． 
 本文には MS 明朝 10pt フォントを用いて下さい．

英数字は Times New Roman を用いてください． 

（1 行空ける） 

(3) ヘッダとフッタ 

 タイトルページのヘッダに「第〇回応用斜面工学

シンポジウム論文集，2021 年 12 月」を MS 明朝と

Times New Roman の 9pt で入れます．ページ数につ

いては記入しないで下さい．事務局が最終原稿に入

れます． 

（1～2 行空ける） 

３．一般ページ 

（1 行空ける） 

 2 ページ以降の通常のページは上辺のマージンを 
20mm とします．それ以外はタイトルページの本文

部分と同じレイアウトとフォントで本文を作成しま

す． 

（1 行空ける） 

(1) 脚注および注 

 脚注や注はできるだけ避けて下さい．本文中で説

明するか，もしくは本文の流れと関係ない場合には

付録として本文末尾に置いて下さい． 

（1～2 行空ける） 

４．見出し（見出しが１行以上に長くなると

きはこの例のようにインデントして折りか

えす 

（1 行空ける） 

(1) 見出しのレベル 

 見出しのレベルは 3 段階までとします．第 1 レベ

ルの見出し（章）は MS ゴシックとし，１．２．な

どの全角数字に続けて書きます．また，見出しの上

下にスペースを空けます．このファイルのサンプル



 

 

から分かるように，上を 1 行，下を 1～2 行程度空け

て下さい． 

（1 行空ける） 

(2) 第２レベルの見出し 

 第２レベルの見出し（節）も MS ゴシックで，

(1)(2) などの括弧付き半角数字を付けます．見出し

の上だけに１行程度のスペースを空けて下さい． 
a) 第３レベルの見出し 

 第 3 レベルの見出し（項）は，a) b)などの片括弧

付きアルファベットを付け，上下には特にスペース

を空けません．第 3 レベルより下位の見出しは用い

ないで下さい．また，各見出しがページの最下行に

こないように調整してください． 

（1～2 行空ける） 

５．数式および数学記号 

（1 行空ける） 

 式や数学記号は次の式 (1)  
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のように本文と独立している場合でも， DC ， ( )zα の

ように文章の中に出てくる場合でも同じ数式用のフ

ォントを用いて作成します．数式や数学記号の品質

が悪いと版下原稿として受け付けません．ギリシャ

文字のフォントは Symbol を用いてください．γ, c, φ, 
E, G, νのように変数として意味をもつ記号はイタリ

ックとし，A, B, C のような変量として意味をもたな

い記号は立体としてください． 
数式はセンタリングし，式番号は括弧書きで右詰

めにします． 

（1～2 行以上空ける） 

６．図表 

（1 行空ける） 

写真はカラーでも結構です．ただし，印刷する場

合は白黒です． 

（1 行空ける） 

(1) 図表の位置 

 図表はそれらを最初に引用する文章と同じページ

に置くことを原則とします．原稿末尾にまとめたり

してはいけません．また，図表はそれぞれのページ

の上部か下部に集めてレイアウトして下さい．図表

の横幅は，「2 段ぶち抜き」あるいはこのサンプルの

表-1 や図-2 のように「1 段の幅いっぱい」のいずれ

かとします．図表の幅を 1 段幅以下にして図表の横

に本文テキストを配置することはやめて下さい．図

表と文章本体との間には 1 行程度の空白を空けて区

別を明確にします．  

 

(2) 図表中の文字およびキャプション 

図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎな

いように注意してください．特に図表キャプション

の大きさ (9pt)より小さくならないようにして下さ

い．長いキャプションは表-1 のようにインデントし

て折り返します． 

（1 行空ける） 

表-1 表のキャプションは表の上に置く．このように長い

ときはインデントして折り返す． 

 
 
 
 
 
 
 

 
図-2  図のキャプションは図の下に置く． 

（1～2 行空ける） 

７．参考文献の引用とリスト 

（1 行空ける） 

参考文献は出現順に番号を振り，その引用箇所で

このように 1), 2)上付き右括弧付き数字で指示します．

参考文献はその全てを原稿の末尾にまとめてリスト

として示し，脚注にはしないでください．ページ数

については，論文の場合，論文の最初のページと終

わりのページとして「pp.○○-○○」，書籍の場合，書籍

全体を参照した場合は，その全ページを「○p.」，書

籍などである頁を参照した場合はその参照したペー

ジを「p.○」のように記載します．ホームページを参

照した場合は，参照元 URL と参照年月日を明記して

ください． 

（1～2 行空ける） 
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実験番号 水深(m) 流量 (m3/s) 

1 2.5 10.0 

2 3.8 20.0 

3 4.5 30.0 



 

 

８．最終ページのレイアウト 

（1 行空ける） 

論文は 4 ページを越えてはなりません．また，最

終ページは 1 段目と 2 段目の末尾の長さがほぼ揃う

ように調整して下さい．なお，原稿受理日は原稿の

締め切り日とし，参考文献リストの最終行の次行に

右詰めで書いて下さい．10pt の MS ゴシックを使用

して下さい． 
参考文献の後に，連絡担当の著者氏名，括弧書き

で所属（部課名まで），連絡可能な電話番号および電

子メールアドレスを記載してください． 

（1 行空ける） 

謝辞：「結論」の後に置いて下さい．見出しとコロン

を MS ゴシックで書き，その直後から文章を書き出

して下さい． 

（1 行空ける） 

付録：「付録」がある場合は「謝辞」と「参考

文献」の間に置きます． 

（1 行空ける） 
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（1 行空ける） 
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